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1. はじめに 

2011 年 3 月の東日本大震災では，地震と津波で生じた膨大な震災廃棄物のうち適切に処理された再資源材

の一部は，盛土の基盤材として新たな防潮堤（盛土）の築造に再利用された 1),2)。防潮堤斜面には，緑の創生

と津波の再来に備える防潮林となることを期待して落葉樹・広葉樹のポット苗が植栽され，それらの根系が

伸長し震災廃棄物に絡んで地盤を補強する効果が期待されている 3)。 

著者らは，震災廃棄物に代わって盛土中に鉄筋枠構造体を設置し，植栽した樹木根系がこの構造体に絡む

ことで地盤を補強するとの予測を立て，2017 年から実験研究をスタートした 4),5)。本報では，コンパネ板で

奥行 1.5 m，高さ 1.45 m，幅 0.5 m の土槽を作成しその中に土のみ（真砂土），鉄筋枠構造体，鉄筋枠構造体

＋樹木ポット苗の有無を条件とした斜面模型土槽を屋外に設置して，4 年間観察した結果について報告する。 

 

2. 苗木・土試料と模型土槽 

2.1 苗木と土試料 

 植栽用の樹木は，広葉樹のタブノキ，シラカシとスダジ

イ，針葉樹のスギで，播種後 3 年経過した樹高約 60 

cm のポット苗を用いた。土試料は，基盤材として市

販の「真砂土」を，ポットの周囲と直下には真砂土

を主体とした「混合土」（真砂土 10：バーク堆肥 4：

ピートモス 2）を配置した。表-1 に物理特性を示す。 

2.2 斜面模型土槽の準備 

 図-1 は，厚さ 10 mm のコンパネ板で作成した斜面

模型土槽（奥行 1.4 m，高さ 1.35 m，幅 0.47 m）であ

る。底版には径 15 mm の排水孔 34 個を千鳥に配置

し，その上に 5 cm 厚に鹿沼土を敷いた。これを 4 体作成し

て，2 体には図-2 に示す鉄筋枠構造体（奥行 1.3 m，高さ 1.0 

m，幅 0.45 m，傾斜角 37 度，主筋 D16，帯筋 D13）を設置し

た。土試料は，真砂土を基盤材として，同程度の密度となる

ように同量の試料を鉄筋枠上面から 5 cm まで一定の高さか

ら投入して（図-3(a)参照），比較的緩い状態の地盤を作成した。

その上に真砂土・バーク堆肥・ピートモスの混合土 25 cm を

客土した後，ポット苗のスギのみ 7 本，スギ 4 本

とタブノキ，シラカシ，スダジイ各 1 本の計 7 本

の組みあわせで混合土内に植栽して経過観察を

スタートさせた。 

 土槽は 2018 年 5 月 15 日に作成，鉄筋枠を設

置して基盤材の真砂土を投入した 2 週間後に客

土・植栽を行った。水やりは雨水を基本とした

が，一週間降雨がない場合には十分な散水を行

った。 

土試料 ρs (g/m3) wn (%) Ip (%) 礫 砂 シルト 粘土 

真砂土 2.676 5.8 NP 16 82 2 0 

混合土 2.589 13.0 NP 16 78 6 0 

 
表-1 土試料の物理特性  

図-1 実験③の土槽（鹿沼土・鉄筋枠設置）  

37 度 

図-2 鉄筋枠構造体の正面と側面図  

(a)真砂⼟ 

(b)客⼟ 
図-3 土槽 2018 年 6 月 15 日 

    （基盤（真砂）土，客（混合）土，植栽） 

(c) 植栽 
(ポット苗) 
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3. 試験結果 

 2018 年 5 月 15 日の真砂土（基盤材）設置から 6 月 2 日に客土・植栽するま

での 18 日間に降った雨により，鉄筋枠構造体なしで平均 75 mm，ありで平均

30 mm のいわゆる“水締め”による沈下が生じ，これに伴い土槽奥行き中央天

端で測定した土槽幅も 60 mm～130 mm 側方に拡がった（図-3(a), (b)で測定）。

この年 2018 年は，7 月初旬の西日本豪雨に始まり，7 月末から 9 月にかけて多

くの台風上陸による塩害などが影響して，植栽した苗は全て枯れてしまった。

同年 11 月に枯れたポット苗を取り除き，鉄筋枠構造体ありの

土槽 1 体のみに再度植栽して（図-4）観察を継続した。 

図-5 は，実験開始から 2 年後と 3 年 9 ヶ月後の土槽の状態

で，図-6 には 2 年後までの土槽幅はらみ量の経時変化を比較し

て示した。鉄筋枠構造体の有無による土槽幅はらみ量の差は真

砂土を設置した直後から明確に現れ，鉄筋枠構造体を設置する

ことで土圧ならびに土圧の増加を低減する効果が認められた。 

今回の観察結果から，植栽が斜面の安定性にどの程度寄与し

たかを定量的に示すことはできないが，根系が鉄筋に絡むかど

うかを確かめるために，植栽した土槽を分解し土を取り除いて

観察した前後の様子が図-7 である。7 本のポット苗の根系は，

鉄筋を気にする様子もなく四方八方に伸長して，互いに，ある

いは鉄筋と絡む様子が観察された。 

 

4. まとめ 

鉄筋枠構造体を斜面模型土槽内に設置することで，鉄筋構造

体自体はもとより植栽したポット苗の根系がこれと絡み合い，

地盤，斜面を補強する効果を調べる実験を行った。鉄筋枠構造

体があることで土圧ならびに土圧の増加を低減する顕著な効

果が認められた。4 年弱経過した植栽ポット苗の根系は，鉄筋

があっても問題なく伸長し，鉄筋に絡む様子が確認できた。 
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図-4 再植栽 2018 年 11 月 2 日  

(a) 2020 年 6 月 26 日（2 年経過後） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（b）2022 年 3 月 12 日（3 年 9 ヵ月後） 

図-5 土槽の経年変化の様子 

1 10 100 1000
0

100

200

300

400

土
槽

幅
の
増

加
量

 （
m

m
）

経過日数 （日）

2018
 5.15

2018
 6.16

2018
  7. 6

2018
 11.2

2020
 6.26

：鉄筋構造体なし
：鉄筋構造体あり

図-6 土砂投入からの土槽幅の変化  
(a) コンパネ除去        (b) 土砂除去 
図-7 3 年 9 ヶ月後の土槽内の様子 2022 年 3 月 12 日 
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